
自他の理解を深め，対人関係を円滑にし， 

集団参加の基盤を培う授業実践   
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本実践に関連する児童生徒の実態 

○課題 
・注意力が持続しにくく，集中できる時とできない  
時の差が大きい。 
・相手の視点に立ち，相手の気持ちを理解することが
苦手である。 
○強み 
・係活動など任された仕事は責任を持って行うことが
できる。 
・体育の授業に，意欲的に参加することができる。 
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対象 中学生 

指導目標・指導仮説 

目標（本実践終了時の期待する生徒の姿） 

バスケットボールの授業で，自分からチームメイトを励ま
したり，認めたりする声かけができる。 

 

指導仮説 
・仲間の様子を観察し，記録を残していけば，他者理解につ
ながり，ゲーム中や話し合いの際，コミュニケーションをと
りやすくなるであろう。 
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児童生徒の実態 

教科等及び単元（題材）名 
保健体育科「バスケットボール」 
自立活動「自他の理解を深め，対人関係を円滑にする」 

指導仮説の具体的な内容と評価内容・方法 
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◆評価方法（どのような方法で何を評価するか） 

◆指導仮説の具体的な内容 

・クラス全員と関わる機会を授業の中で意図的に設定し，
競技中，仲間のこんなプレーには，こんな声かけをしよ
うと具体的な事前指導を行う。ゲーム中は，仲間の様子
を細かく見学，記録させ，作戦タイムやゲーム，振り返
りの際に仲間のプレーに対して，肯定的評価や励ましの
声かけができるようにする。 

作戦タイムやゲーム，振り返りの場面で，チームメイト
のプレーについて，肯定的な声かけができていたか。 

（行動観察や振り返りの記述内容） 

指導の実際① 
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Ａくんが記録しやすいように，項目をまとめるなどの
工夫した記録用紙を作成した。その様式と同じものを
使用して，クラス全員がお互いの頑張っている様子に
着目するよう学級全体を指導した。 

他者理解 

指導の実際② 
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生徒同士が，クラス全員と関わるために，チーム
編成は１時間ごとに変えた。また，事前に，学級
全体の参考となるような肯定的評価を生徒全員に
紹介し，参考にするよう指導した。 

場の設定 



指導の実際③ 
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ゲーム前の作戦タイムではディフェンス中心かオフェン
ス中心かを決め，どのようなプレーをすべきか自分の役
割を明確にした上でプレーさせた。そのことを中心に作
戦タイムやゲーム後の振り返りで相互評価させた。 

自己理解 

指導の実際④ 
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振り返りは，チーム→個人の流れで行った。チームでの振り返りでは，
できたところを中心に話し合いを進め，生徒同士の肯定的評価が増えて
いくよう指導した。また，Ａくんにも，事前指導しておいた項目につい
て，仲間を評価するよう指導した。仲間からの肯定的評価を受けた後に
自己評価を行わせた。成果に関する記述には下線を引き，目につきやす
いようにした。 

 

次時へつなげる 

実践前後での児童生徒の変容 
実践前 実践後 

・仲間と積極的に関わり，楽し
くバスケットボールがしたいと
いう気持ちはあるが，うまく関
わっていくことができなかった。 

 

・思ったことを独り言のように
呟いたりすることが多かった。 

 

・練習の際は，観察・記録など
決められた仕事をやりきること
ができ，仲間と積極的に関わる
姿が見られた。 

 

・作戦タイムや振り返りの場面
では，自分の意見を表現しよう
とはするが，なかなか自分の言
葉として自らの考えを言うこと
は見られなかった。但し，メン
バーに促されると「いいと思
う」「わかった」などの返答を
するようになっていった。 
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評価 

●児童生徒は目標を達成したか。 

 達成した。 

●判断の理由・根拠 

・「授業の中で，自分からチームメイトを励ましたり，認
めたりする声かけができる。」という目標が十分に達成
できたとは言えない。但し，相手の気持ちを理解するこ
とが苦手なＡくんが，相手の行動をしっかり見て，記録
し，それを他者とのコミュニケーションのツールにでき
るという学びはできた。 

・周りを意識しながら記録をとったり，仲間の活動をしっ
かり観察しようとする活動は見られた。また，促されれ
ば，自分なりの表現で，自分の考えたことを仲間に伝え
ようとする姿が見られるようになった。 
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指導仮説の検証 
●指導の成果 

 実践前は，自己評価の際「チームで協力して活動でき
た」という項目にＣをつけることが多かったが，本実践で
はＡをつけることができた。授業の後半になると「チーム
プレーがぼくだけ一切できない」といった自分自身に対す
る評価が授業の反省の中に書かれるようになってきており，
集団の中での自分の立ち位置を考えるようになってきた。 
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●課題 

 自分自身や仲間に対しても，ミスやできなかったことを
意識しすぎるところがあった。肯定的な声をかけるために
は，良いプレーや発言を繰り返し評価していくことが必要
であった。 

指導の改善案 

12 

●成果・課題を踏まえた改善案 

 ８時間のバスケットボールの授業実践で，他者の行動に
ついて，具体的に何を観察し，まとめ，それを相手にわか
りやすく伝えていくことができるのかを学ぶ糸口になった
と考える。 

 自分の考えをうまく相手に伝えていくのかといった学習
を今後重ねていけば，対人関係を築き，深め，集団生活に
溶け込んでいく意欲とスキルを身に着けていくことができ
ると考える。 

 生徒の活動の様子を，ビデオ等で録画し，自身の言動を
客観的に振り返らせる。 
 


